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今
回
の
「
氾
濫
」
の
お
題
は
「
利
き
の
な

い
駒
」
で
す
。
普
通
詰
将
棋
で
は
盤
上
に
利

き
の
な
い
駒
は
存
在
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
は
利
き
の
な
い
駒
が
初
形
や

途
中
局
面
に
登
場
す
る
作
品
を
集
め
ま
し

た
。
中
に
は
「
駒
」
と
い
う
よ
り
「
特
殊
な

マ
ス
」
と
解
釈
す
べ
き
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
そ
れ
も
含
め
て
い
ま
す
。 

〔
ル
ー
ル
説
明
〕 

【
●
】
不
透
過
・
不
可
侵
の
領
域
を
表
す
。

飛
び
越
す
こ
と
は
可
能
。 

例
え
ば
上
図
で
、 

12
香
や
11
香
成
は
不
可
。

22
角
や

11
角
は
不
可
。

11
桂
成
や
31
桂
成
は
可
。 

【
背
面
】
敵
駒
と
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
た
と

き
、
互
い
に
利
き
が
入
れ
替
わ
る
。 

【
ス
テ
イ
ル
メ
イ
ト
】
王
手
は
掛
か
っ
て
い

な
い
が
合
法
手
の
な
い
状
態
に
す
る
。 

【
マ
ド
ラ
シ
】
同
種
の
敵
駒
が
互
い
の
利
き

に
入
る
と
、
利
き
が
な
く
な
る
。
成
駒
と

生
駒
は
別
種
の
駒
と
し
て
区
別
す
る
。 

【
ア
ン
チ
キ
ル
ケ
】
駒
取
り
が
あ
っ
た
と
き

取
っ
た
方
の
駒
が
、
最
も
近
い
将
棋
で
の

指
し
始
め
位
置
に
戻
さ
れ
る
。 

（
細
則
） 

１
．
成
駒
は
成
っ
た
ま
ま
戻
る
。 

２
．
戻
り
位
置
に
駒
が
あ
っ
た
り
、
自
玉
に

王
手
が
掛
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
戻
れ
な

い
場
合
は
戻
ら
な
い
。 

３
．
駒
取
り
時
、
駒
が
戻
る
ま
で
を
一
手
と

見
な
す
。 

４
．
金
銀
桂
香
（
及
び
そ
の
成
駒
）
が
５
筋

で
駒
を
取
り
、
複
数
の
戻
り
先
候
補
が
あ

る
場
合
、
戻
る
位
置
を
選
択
で
き
る
。 

【
安
南
】
味
方
の
駒
が
縦
に
並
ぶ
と
、
上
の

駒
の
利
き
は
下
の
駒
の
利
き
に
な
る
。 

（
補
足
）
性
能
変
化
ル
ー
ル
で
は
、
性
能
変

化
で
利
き
が
復
活
し
う
る
位
置
で
あ
れ
ば

利
き
の
な
い
駒
の
存
在
も
許
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
安
南
や
背
面
は
ど
こ
に
駒
が
あ

っ
て
も
良
く
、
マ
ド
ラ
シ
は
通
常
の
桂
香

歩
に
関
す
る
禁
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

〔
今
回
の
出
題
作
に
つ
い
て
〕 

①
は
通
常
の
ば
か
詰
で
す
。
直
接
的
に
は

「
利
き
の
な
い
駒
」
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
ち
な
ん
だ
作
品
で
す
。 

②
は
●
の
使
用
の
他
、
受
方
持
駒
を
制
限

し
て
い
ま
す
。 

③
以
降
は
ど
れ
も
性
能
変
化
を
伴
う
ル
ー

ル
で
す
。
初
形
で
は
「
利
き
の
な
い
駒
」
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
途
中
か
ら
利
き
の
な
い
駒

が
登
場
し
ま
す
。 
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▼
締
切
12
月
末
日
。
呈
賞
５
名
。
解
答
は
編

集
部
ま
た
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
へ 

E
-
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l
:
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n
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e
k
7
8
9
@
y
b
b
.
n
e
.
j
p
 

▼
評
価
点
不
要
。
短
評
歓
迎
。
１
題
の
正
解

で
も
呈
賞
の
対
象
と
な
る
の
で
解
け
た

分
だ
け
で
も
解
答
を
送
っ
て
下
さ
い
。 

 

第
37
回 

神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 



 

③神無三郎 

 

⑤神無太郎 

 

⑥神無太郎 

 

②たくぼん 

 

①神無七郎 

 

④上谷直希 

 


